
　 日 本 国 内 に 住 む 全 て の 人 は 、２ ０ 歳 に な っ た と き か ら 国 民 年 金 の 被 保 険 者 と な り 、

保 険 料 の 納 付 が 義 務 づ け ら れ て い ま す が 、 学 生 は 所 得 が 少 な い な ど の 理 由 で 保 険

料 を 納 め る こ と が 経 済 的 に 困 難 な 場 合 が 多 い た め 、 申 請 に よ り 在 学 中 の 保 険 料 の

納 付 が 猶 予 さ れ る 「 学 生 納 付 特 例 制 度 」 が あ り ま す 。

　 そ の 期 間 は 、 将 来 受 け 取 る 年 金 の 受 給 資 格 （ 年 数 ） に 計 算 さ れ ま す 。

た だ し 、 年 額 に は 計 算 さ れ ま せ ん 。

　 承 認 を 受 け た 期 間 の 保 険 料 は 、１ ０ 年 以 内 で あ れ ば 、 あ と か ら 納 め る （ 追 納 ）

こ と が で き ま す 。

※ 承 認 の 翌 年 度 か ら 起 算 し ３ 年 度 目 以 降 に 追 納 す る 場 合 、 承 認 当 時 の 保 険 料 に

　 加 算 額 が プ ラ ス さ れ ま す 。

お 問 い 合 わ せ の 際 は 、 基 礎 年 金 番 号 通 知 書 又 は マ イ ナ ン バ ー が 分 か る も の を ご 用 意 く だ さ い 。

お 問 い 合 わ せ ： 名 護 年 金 事 務 所 ☎ 0 9 8 0 - 5 2- 2 5 2 2 ② 番 → ② 番

　 　 　 　 　 　   村 民 課 年 金 係 ☎ 9 6 6 - 1 2 0 5

年 金
だ よ り

対 象 者 大 学 （ 大 学 院 ） 、 短 大 、 高 等 学 校 、 高 等 専 門 学 校 、 専 修 学 校 、 各 種 学 校 （ 修 業 年 限 が １ 年

以 上 の 課 程 ） に 在 学 す る 学 生 で 、 本 人 の 前 年 所 得 が 一 定 以 下 の 方

申 請 方 法 村 民 課 又 は 年 金 事 務 所 で 手 続 き が で き ま す 。 マ イ ナ ン バ ー カ ー ド を お 持 ち の 方 は マ イ ナ

ポ ー タ ル か ら 電 子 申 請 も 可 能 で す 。

※ 電 子 申 請 を 利 用 す る に は 、 マ イ ナ ポ ー タ ル の 利 用 登 録 が 必 要 で す 。

必 要 書 類 ・ 学 生 証 又 は 在 学 証 明 （ 必 ず 原 本 ）

・ 本 人 確 認 が で き る も の （ マ イ ナ ン バ ー カ ー ド ・ 運 転 免 許 証 な ど ）

審 査 結 果 申 請 後 、 日 本 年 金 機 構 か ら 約 ２ ～ ３ か 月 後 に 審 査 結 果 の ハ ガ キ が 送 付 さ れ ま す 。

　 広 報 お ん な ３ 月 号 ２ ０ ペ ー ジ に 掲 載 の 「 遠 隔 手 話 通 訳 」 は 、 お 近 く の 年 金 事 務 所 で の

ご 利 用 に な り ま す 。 ご 利 用 の 際 は 、 事 前 の 電 話 予 約 が 必 要 で す 。

ろ う 難 聴 者 へ の サ ー ビ ス に つ い て

１  級  ・ ・ ・ １  ，０ ３ ６  ，６ ２ ５  円   ／   ２  級  ・ ・ ・ ８ ２ ９  ，３ ０ ０  円

※ 障 害 年 金 の 等 級 は 身 体 障 害 者 手 帳 の 等 級 で は な く 、 国 民 年 金 法 に

　 定 め ら れ て い る 等 級 で す 。

● 障 害 基 礎 年 金 の 年 額 （ 令 和 ７ 年 度 ）

承 認 さ れ た 場 合 、 将 来 受 け 取 る 年 金 は ど う な る の ？

　 年 金 は ６ ５ 歳 以 上 の 老 後 に 受 け 取 る だ け で は あ り ま せ ん 。 こ の 申 請 を さ れ ず 保 険 料 が 未 納 の ま ま

だ と 、 万 が 一 、 病 気 や け が で 障 害 が 残 っ た と き に 障 害 基 礎 年 金 が 受 け 取 れ な く な る 可 能 性 が あ り ま す 。

※ 障 害 基 礎 年 金 を 受 け 取 る た め に は 一 定 の 要 件 が あ り ま す 。

未  納  の  ま  ま  だ  と  ど う  な  る  の ？

ご 存 じ で す か ？「 学 生 納 付 特 例 制 度 」
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